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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第115期

第３四半期連結
累計期間

第116期
第３四半期連結
累計期間

第115期
第３四半期連結
会計期間

第116期
第３四半期連結
会計期間

第115期

会計期間

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成22年
     12月１日
至  平成23年
     ８月31日

自  平成22年
      ６月１日
至  平成22年
      ８月31日

自  平成23年
     ６月１日
至  平成23年
     ８月31日

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    11月30日

売上高 (千円) 3,800,1663,515,8411,300,1331,187,1455,006,992

経常利益 (千円) 410,735 384,725 141,671 136,450 501,560

四半期(当期)純利益　 (千円) 234,854 107,106 80,464 46,062 286,182

純資産額 (千円) ― ― 6,896,9086,941,3736,950,433

総資産額 (千円) ― ― 14,410,98613,608,85614,335,619

１株当たり純資産額 (円) ― ― 470.84 473.80 474.47

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16.10 7.34 5.52 3.16 19.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 47.7 50.8 48.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 305,397 490,788 ― ― 529,042

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 107,349 473,920 ― ― 12,458

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △385,011△943,761 ― ― △553,177

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 88,690 70,224 49,277

従業員数 (名) ― ― 82 84 85

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。　
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社２社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名)
84

［113］

(注) 　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は［　］内に当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載

しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名) 45

(注) 　従業員数には他社への出向者１名は含めておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報等

の開示に関する会計基準の適用指針」を適用しておりますが、前第３四半期連結会計期間における事業

の種類別セグメントと当第３四半期連結会計期間の報告セグメントが同一のため、前年同四半期比を記

載しております。

　
(1) 生産実績

生産部門がないため、該当事項はありません。

　
(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとの営業収益内訳で示すと、次のとおり

であります。

　

セグメントの名称

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日)前年同四半期比増減額

（百万円）
売上高
（百万円）

構成比
（％）

売上高
（百万円）

構成比
（％）

物流事業 1,20893.0 1,10092.7 △108

不動産事業 91 7.0 86 7.3 △4

計 1,300100.0 1,187100.0 △112

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　
２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報等

の開示に関する会計基準の適用指針」を適用しておりますが、前第３四半期連結会計期間における事業

の種類別セグメントと当第３四半期連結会計期間の報告セグメントが同一のため、前年同期比を記載し

ております。

　
(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とした新興国の経済成長をもとに企業

収益に改善の兆しがみられたものの、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響により、生産の停滞

・個人消費の低迷など厳しい状況で推移いたしました。

この様な経済環境の下、当第３四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高が前年同期比

112百万円(8.7％)減の1,187百万円、営業利益は前年同期比14百万円(9.3％)減の139百万円、経常利益は前

年同期比５百万円(3.7％)減の136百万円、四半期純利益は前年同期比34百万円(42.8％)減の46百万円とな

りました。

　
セグメント別の業績は、次の通りであります。

物流事業

物流事業の売上高は保管料、荷役料、貸庫料、運送料の減少により前年同期比108百万円減の1,100百万

円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比14百万円減の205百万円となりました。

不動産事業

不動産事業の売上高は不動産賃貸料、雑収入の減少により前年同期比４百万円減の86百万円、セグメン

ト利益（営業利益）は前年同期比４百万円減の40百万円となりました。

　
当第３四半期連結会計期間における主な減収要因は、東日本大震災の影響による保管料、荷役料、運送

料の減少と、主力貸倉庫のテナント入替えによる売上高の減少によるものです。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が前期末比726百万円減少し13,608百万円と

なりました。負債は前期末比717百万円減少し6,667百万円、純資産は前期末比９百万円減少し6,941百万

円となり、この結果自己資本比率は50.8％となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は70百万円となり第２四半期連結会

計期間末に比べ12百万円減少となりました。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益86百万円、減価償却費116百万円、災害損失65百万円、賞与引当金の増加27百

万円、その他負債の減少61百万円などにより営業活動によるキャッシュ・フローは71百万円の増加とな

りました。前年同期に比べ、営業活動によるキャッシュ・フローは14百万円増加しております。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは差入保証金の回収及びその他の収入16百万円がありましたが、

有形固定資産の取得による支出53百万円により35百万円の減少となりました。前年同期に比べ、投資活動

によるキャッシュ・フローは25百万円減少しております。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは短期借入金が244百万円減少し、長期借入れによる収入300百万

円、長期借入金の返済による支出104百万円により49百万円の減少となりました。前年同期に比べ、財務活

動によるキャッシュ・フローは200百万円増加しております。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、設備の新設及び除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,200,000

計 19,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,600,00014,600,000
東京証券取引所市場

第二部

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 14,600,00014,600,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月１日～
－ 14,600 － 2,527,600 － 2,046,936

平成23年８月31日

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

EDINET提出書類

丸八倉庫株式会社(E04296)

四半期報告書

 8/29



　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年５月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

普通株式
13,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,549 同上
14,549,000

単元未満株式
普通株式

― 同上
38,000

発行済株式総数 14,600,000― ―

総株主の議決権 ― 14,549 ―

(注)　「単元未満株式」には当社所有の411株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東京都江東区富岡2-1-9 13,000 ― 13,000 0.09

丸八倉庫株式会社

計 ― 13,000 ― 13,000 0.09

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
12月

平成23年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 179 187 187 184 169 170 169 168 164

最低(円) 169 171 180 127 162 160 160 164 150

(注)　本項の株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年12月１日から平成22年８月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年12月１日から平成23年８月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年６月１

日から平成22年８月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年12月１日から平成23年８月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 70,224 49,277

受取手形及び営業未収入金 300,082 327,988

繰延税金資産 50,027 50,027

その他 125,764 88,876

流動資産合計 546,099 516,169

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,142,042 5,347,287

機械装置及び運搬具（純額） 218,063 232,303

土地 6,133,249 6,572,536

建設仮勘定 － 1,645

その他（純額） 202,211 222,854

有形固定資産合計 ※
 11,695,567

※
 12,376,628

無形固定資産

借地権 995 995

その他 26,175 28,014

無形固定資産合計 27,170 29,009

投資その他の資産

投資有価証券 669,423 694,476

従業員に対する長期貸付金 10,714 11,638

差入保証金 433,435 443,004

会員権 13,703 20,703

繰延税金資産 175,619 176,397

その他 37,123 72,191

貸倒引当金 － △4,600

投資その他の資産合計 1,340,019 1,413,811

固定資産合計 13,062,757 13,819,449

資産合計 13,608,856 14,335,619
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 92,435 112,508

短期借入金 1,883,690 2,803,583

未払金 40,941 45,816

未払費用 48,430 115,572

未払法人税等 29,590 48,680

未払消費税等 21,420 16,778

前受金 186,011 189,160

賞与引当金 27,987 －

災害損失引当金 175,055 －

その他 10,924 10,460

流動負債合計 2,516,488 3,342,560

固定負債

長期借入金 2,949,593 2,871,533

退職給付引当金 225,422 214,832

役員退職慰労引当金 231,136 214,549

長期預り保証金 734,021 740,405

その他 10,819 1,305

固定負債合計 4,150,994 4,042,624

負債合計 6,667,482 7,385,185

純資産の部

株主資本

資本金 2,527,600 2,527,600

資本剰余金 2,046,936 2,046,936

利益剰余金 2,355,201 2,350,201

自己株式 △2,900 △2,845

株主資本合計 6,926,837 6,921,891

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △15,814 △972

評価・換算差額等合計 △15,814 △972

少数株主持分 30,351 29,514

純資産合計 6,941,373 6,950,433

負債純資産合計 13,608,856 14,335,619
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 3,800,166 3,515,841

売上原価 2,865,565 2,661,353

売上総利益 934,600 854,487

販売費及び一般管理費 ※1
 468,415

※1
 434,679

営業利益 466,184 419,808

営業外収益

受取利息 910 671

受取配当金 10,591 10,966

補助金収入 1,000 600

その他 1,579 7,678

営業外収益合計 14,081 19,916

営業外費用

支払利息 69,530 54,998

営業外費用合計 69,530 54,998

経常利益 410,735 384,725

特別利益

有形固定資産売却益 3,798 74,667

受取和解金 － 17,500

貸倒引当金戻入額 － 4,600

その他 － 2,650

特別利益合計 3,798 99,417

特別損失

有形固定資産除却損 89 385

有形固定資産売却損 450 －

会員権評価損 4,000 －

貸倒損失 3,000 －

災害による損失 － ※2
 267,739

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,819

その他 － 11,500

特別損失合計 7,539 290,444

税金等調整前四半期純利益 406,994 193,699

法人税等 170,574 85,755

少数株主損益調整前四半期純利益 － 107,943

少数株主利益 1,566 836

四半期純利益 234,854 107,106
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 1,300,133 1,187,145

売上原価 993,634 902,604

売上総利益 306,498 284,541

販売費及び一般管理費 ※1
 153,009

※1
 145,359

営業利益 153,489 139,181

営業外収益

受取利息 290 138

受取配当金 8,195 8,570

その他 645 4,497

営業外収益合計 9,131 13,205

営業外費用

支払利息 20,949 15,937

営業外費用合計 20,949 15,937

経常利益 141,671 136,450

特別利益

有形固定資産売却益 － 171

貸倒引当金戻入額 － 4,600

その他 － 2,650

特別利益合計 － 7,421

特別損失

有形固定資産除却損 89 308

災害による損失 － ※2
 57,103

特別損失合計 89 57,412

税金等調整前四半期純利益 141,581 86,459

法人税等 60,285 39,591

少数株主損益調整前四半期純利益 － 46,867

少数株主利益 830 805

四半期純利益 80,464 46,062

EDINET提出書類

丸八倉庫株式会社(E04296)

四半期報告書

14/29



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 406,994 193,699

減価償却費 354,481 343,706

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △4,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,023 10,590

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △29,269 16,587

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 175,055

賞与引当金の増減額（△は減少） 30,027 27,987

受取利息及び受取配当金 △11,501 △11,637

支払利息 69,530 54,998

保険返戻金 － △230

有形固定資産売却損益（△は益） △3,348 △74,667

有形固定資産除却損 89 385

会員権評価損 4,000 －

貸倒損失 3,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,819

災害損失 － 92,683

売上債権の増減額（△は増加） 7,426 25,561

その他の資産の増減額（△は増加） 3,853 △35,211

仕入債務の増減額（△は減少） △6,902 △20,073

未収消費税等の増減額（△は増加） － △573

未払消費税等の増減額（△は減少） △34,012 5,046

その他の負債の増減額（△は減少） △153,880 △108,827

小計 648,512 701,299

利息及び配当金の受取額 11,501 11,637

利息の支払額 △64,430 △54,357

災害損失の支払額 － △76,483

法人税等の支払額 △298,168 △91,307

法人税等の還付額 7,982 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 305,397 490,788
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △111,602 △93,175

有形固定資産の売却による収入 245,935 514,466

無形固定資産の取得による支出 △1,200 －

貸付金の回収による収入 4,157 30,933

貸付けによる支出 － △970

差入保証金の差入による支出 △50,225 －

差入保証金の回収による収入 23,077 9,569

長期前払費用の取得による支出 △2,783 －

その他の支出 △10 △10

その他の収入 － 13,106

投資活動によるキャッシュ・フロー 107,349 473,920

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 204,590 △874,552

長期借入れによる収入 － 500,000

長期借入金の返済による支出 △487,505 △467,280

自己株式の取得による支出 △205 △55

配当金の支払額 △101,891 △101,874

財務活動によるキャッシュ・フロー △385,011 △943,761

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 27,735 20,946

現金及び現金同等物の期首残高 60,954 49,277

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 88,690

※
 70,224
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は10,819千円減少しております。また、当

会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は10,819千円であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３年24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３年24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

※　　有形固定資産の減価償却累計額   6,634,086千円※　　有形固定資産の減価償却累計額　 6,360,506千円

　 　
　２　債務保証　　　　　　　　　　　　 234,841千円 　２　債務保証　　　　　　　　　　　　 305,329千円

　　江東倉庫事業協同組合に債務保証を行っております。 　　江東倉庫事業協同組合に債務保証を行っております。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

※１　主たる販売費及び一般管理費

報酬及び給与 220,782千円

法定福利費 29,570千円

退職給付費用 21,873千円

賞与 23,610千円

賞与引当金繰入額 11,844千円

役員退職慰労引当金繰入額 21,224千円

支払手数料 34,365千円

賃借料 20,441千円

 

―――――――――――
 

※１　主たる販売費及び一般管理費

報酬及び給与 208,377千円

法定福利費 27,282千円

退職給付費用 19,488千円

賞与 18,444千円

賞与引当金繰入額 9,591千円

役員退職慰労引当金繰入額 18,987千円

支払手数料 35,262千円

賃借料 20,441千円

 

※２　災害による損失

　　東日本大震災による損失を計上しており、その内容は

建物等の原状回復費用等267,739千円であります。

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

※１　主たる販売費及び一般管理費

報酬及び給与 72,980千円

法定福利費 9,451千円

退職給付費用 8,271千円

賞与引当金繰入額 11,844千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,786千円

支払手数料 9,733千円

賃借料 6,813千円

 

―――――――――――
 

※１　主たる販売費及び一般管理費

報酬及び給与 70,400千円

法定福利費 8,825千円

退職給付費用 9,402千円

賞与引当金繰入額 9,591千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,505千円

支払手数料 11,321千円

賃借料 6,814千円

 

※２　災害による損失

　　東日本大震災による損失を計上しており、その内容は

建物等の原状回復費用等57,103千円であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 88,690千円

預入期間が３か月超の定期預金 ―　千円

現金及び現金同等物 88,690千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 70,224千円

預入期間が３か月超の定期預金 ―　千円

現金及び現金同等物 70,224千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年12月1日  

至  平成23年８月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 14,600,000

　

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 13,747

　

　

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年２月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 102,106 ７ 平成22年11月30日 平成23年２月28日

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

４．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　 　 　 　 (単位：千円)

項　　目 物流事業 不動産事業 合　計 消去又は全社 連　結

    売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 1,208,76691,3661,300,133 ― 1,300,133

(2) セグメント間の内部売上
　　高又は振替高

― ― ― ― ―

    売上高計 1,208,76691,3661,300,133 ― 1,300,133

    営業費用 989,04845,7161,034,764111,8791,146,644

    営業利益 219,71845,650265,369(111,879)153,489

(注) １　事業区分は、当社グループにおける事業別収入区分によっております。

２　各事業の主な業務

(1)物流事業・・・・倉庫業務、一般貨物自動車運送業務、運送取次業務

(2)不動産事業・・・不動産の造成、売買、不動産仲介業務、マンション、オフィスビル等の賃貸業務

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年８月31日)

　 　 　 　 (単位：千円)

項　　目 物流事業 不動産事業 合　計 消去又は全社 連　結

    売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 3,485,372314,7943,800,166 ― 3,800,166

(2) セグメント間の内部売上
　　高又は振替高

― ― ― ― ―

    売上高計 3,485,372314,7943,800,166 ― 3,800,166

    営業費用 2,823,518170,2272,993,745340,2353,333,981

    営業利益 661,853144,566806,420(340,235)466,184

(注) １　事業区分は、当社グループにおける事業別収入区分によっております。

２　各事業の主な業務

(1)物流事業・・・・倉庫業務、一般貨物自動車運送業務、運送取次業務

(2)不動産事業・・・不動産の造成、売買、不動産仲介業務、マンション、オフィスビル等の賃貸業務
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年８月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

当社及び連結子会社２社は、全て本邦内にて取引をしているため該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年８月31日)

当社及び連結子会社２社は、全て本邦内にて取引をしているため該当事項はありません。
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【セグメント情報】

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社グループは、営業所・不動産部及び連結子会社を拠点とし事業活動を行っており、業務の内容、役

務の提供方法ならびに類似性に基づき事業を集約し「物流事業」と「不動産事業」の２つを報告セグメ

ントとしております。

各事業の主要な業務は以下のとおりです。

(1)物流事業・・・・倉庫業務、一般貨物自動車運送業務、運送取次業務

(2)不動産事業・・・不動産の造成、売買、仲介及び管理、コンサルテーション業務、マンション、オフィ

スビル等の賃貸業務

　

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額　(注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,256,232259,6083,515,841 ― 3,515,841

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,256,232259,6083,515,841 ― 3,515,841

セグメント利益 618,925 123,526 742,452△322,644 419,808

(注) １　セグメント利益の調整額△322,644千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。なお、全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額　(注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,100,30186,8441,187,145 ― 1,187,145

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,100,30186,8441,187,145 ― 1,187,145

セグメント利益 205,642 40,792 246,434△107,252 139,181

(注) １　セグメント利益の調整額△107,252千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。なお、全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。　

　

(デリバティブ取引関係)

ヘッジ会計を適用しておりますので、開示の対象から除いております。　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

資産除去債務の総額について重要性が乏しいため、注記を省略しております。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

　 　

　 473.80円
　

　 　

　 474.47円
　

　
２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 16.10円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額については、潜在株式がないため記
載をしておりません。

　

　

１株当たり四半期純利益金額 7.34円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額については、潜在株式がないため記
載をしておりません。

　

　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 234,854 107,106

普通株式に係る四半期純利益(千円) 234,854 107,106

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 14,587,266 14,586,487

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 5.52円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額については、潜在株式がないため記
載をしておりません。

　

　

１株当たり四半期純利益金額 3.16円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純
利益金額については、潜在株式がないため記
載をしておりません。

　

　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 80,464 46,062

普通株式に係る四半期純利益(千円) 80,464 46,062

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 14,586,765 14,586,286
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうちリース取引開始日が平成20年11月30日以前のリース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期

間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載して

おりません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月12日

丸八倉庫株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　川　正　幸

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　新　井　達　哉

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　塚　清　憲

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸八

倉庫株式会社の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年

８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸八倉庫株式会社及び連結子会社の平成22年

８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年10月６日

丸八倉庫株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　川　正　幸

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　塚　清　憲

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸八

倉庫株式会社の平成22年12月１日から平成23年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成23年６月１日から平成23年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年12月１日から平成23年

８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸八倉庫株式会社及び連結子会社の平成23年

８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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